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「
天
空
の
軍
需
利
権
法
」
＝
宇
宙
基
本
法
の
成
立
を
許
さ
な
い
！	

杉
原
浩
司

　
「
宇
宙
基
本
法
案
に
関
し
て
は
、
軍
事
国
家
へ
の
歯
止
め
を
外
す
の
で
は
な
い
か
、

産
軍
複
合
国
家
へ
の
第
一
歩
で
は
な
い
か
、
国
民
の
自
由
を
侵
す
警
察
国
家
へ
の
出
発

と
な
る
こ
と
へ
の
懸
念
、
企
業
に
手
厚
い
支
援
が
な
さ
れ
る
一
方
で
教
育
、
防
災
、
環

境
、
福
祉
等
国
民
生
活
に
ま
す
ま
す
し
わ
寄
せ
が
起
き
る
可
能
性
の
懸
念
、
新
た
な
産

官
学
の
癒
着
構
造
へ
の
懸
念
な
ど
が
存
在
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
単
な
る
杞

憂
で
は
な
く
、
歴
史
的
事
実
や
私
た
ち
の
体
験
を
背
景
に
し
た
懸
念
だ
と
思
い
ま
す
」

　
「
こ
の
重
大
な
法
案
に
費
や
さ
れ
た
審
議
時
間
は
短
す
ぎ
ま
す
。
…
…
今
の
ま
ま
で

こ
の
法
律
が
国
民
の
た
め
に
益
で
あ
る
と
信
じ
る
の
は
楽
観
的
な
の
で
は
な
い
か
。
良

識
の
府
た
る
参
議
院
の
名
に
お
い
て
必
要
十
分
な
審
議
を
尽
く
し
、
全
て
の
懸
念
を
払

拭
す
る
修
正
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
」

　
「
国
会
の
ル
ー
ル
や
慣
行
が
国
民
の
素
直
な
思
い
や
常
識
か
ら
離
れ
て
い
る
の
で
あ

る
な
ら
ば
、
変
え
る
べ
き
は
国
民
の
思
い
や
常
識
の
側
だ
と
私
は
思
い
ま
せ
ん
。
宇
宙

基
本
法
の
成
立
を
危
ぶ
む
声
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
挙
が
っ
て
い
ま
す
。
私
の
も
と
へ

も
メ
ー
ル
や
電
話
で
『
拙
速
過
ぎ
な
い
か
』
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う

か
こ
の
よ
う
な
国
民
の
声
に
応
え
る
審
議
を
お
願
い
し
た
い
」（
谷
岡
郁
子
）。

　

─
─
参
議
院
内
閣
委
員
会
で
法
案
に
賛
成
し
た
民
主
党
議
員
か
ら
さ
え
こ
う
し
た
危

惧
が
表
明
さ
れ
た
。

　

衆
参
と
も
に
審
議
時
間
は
約
二
時
間
ず
つ
。
六
九
年
の
国
会
決
議
以
来
、
約
四
十
年

に
わ
た
っ
て
曲
が
り
な
り
に
も
維
持
さ
れ
て
き
た
「
宇
宙
の
平
和
利
用
原
則
」
は
一
瞬

で
葬
り
去
ら
れ
た
。
参
院
で
は
賛
成
二
二
一
に
対
し
反
対
は
一
四
（
共
産
七
、社
民
五
、

無
所
属
の
糸
数
慶
子
、川
田
龍
平
両
議
員
。
田
中
康
夫
氏
は
棄
権
）。
五
月
二
一
日
、「
宇

宙
に
お
け
る
九
条
改
憲
」
は
圧
倒
的
多
数
を
も
っ
て
強
行
さ
れ
た
。

　

水
面
下
で
自
公
民
の
調
整
が
進
め
ら
れ
、
法
案
は
五
月
下
旬
以
降
と
い
う
当
初
予
想

よ
り
早
く
動
き
出
し
た
。
核
と
な
っ
た
の
は
、「
宇
宙
族
」
を
自
任
し
「
盟
友
」
と
呼

び
合
う
西
村
康
稔
（
自
民
）、細
野
豪
志
（
民
主
）
ら
を
は
じ
め
と
す
る
「
海
洋
基
本
法
」

を
作
っ
た
面
々
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
防
衛
省
は
ま
も
な
く
「
宇
宙
・
海
洋
政
策
室
」
を

創
設
す
る
。
前
原
誠
司
ら
「
タ
カ
派
」
と
一
線
を
画
す
「
リ
ベ
ラ
ル
派
」
と
目
さ
れ
る

細
野
や
藤
末
健
三
ら
民
主
党
内
推
進
派
の
実
態
は
、
危
険
な
「
国
益
派
」（
実
際
は
軍

需
利
権
に
奉
仕
）
で
あ
る
。

　

成
立
を
誰
よ
り
歓
迎
し
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
国
防
族
」
と
軍
需
産
業
だ
。

成
立
の
夕
方
に
開
か
れ
た
自
民
党
宇
宙
開
発
特
別
委
員
会
と
日
本
航
空
宇
宙
工
業
会
総

会
は「
祝
宴
」の
場
と
な
っ
た
。
こ
の
法
律
の
射
程
は
、毎
日
新
聞
や「
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
等
で
も
紹
介
さ
れ
た
「
日
本
の
安
全
保
障
に
関
す
る
宇
宙
利
用
を
考
え
る
会
」（
座

長
：
石
破
茂
）
の
戦
略
文
書
「
わ
が
国
の
防
衛
宇
宙
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
明
ら
か
だ
。
日
本

版
「
軍
産
複
合
体
」
の
端
緒
と
言
う
べ
き
集
団
の
狙
い
は
、
段
階
的
な
宇
宙
の
軍
事
化

で
あ
る
。
偵
察
衛
星
の
高
性
能
化
、
早
期
警
戒
衛
星
や
追
尾
監
視
衛
星
の
開
発
、
軍
事

衛
星
の
日
米
共
同
開
発
、
さ
ら
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
派
兵
を
促
進
す
る
軍
事
専
用
通
信
衛

星
の
開
発
等
で
あ
る
。
参
院
内
閣
委
で
佐
藤
正
久
（
元
イ
ラ
ク
派
兵
先
遣
隊
長
）
が
差

し
替
え
質
問
に
立
っ
た
の
は
象
徴
的
だ
。
宇
宙
に
お
け
る
日
米
軍
事
協
力
の
具
体
化
も

必
至
だ
ろ
う
。「
憲
法
の
平
和
主
義
理
念
の
尊
重
」
と
い
う
文
言
が
歯
止
め
に
な
る
と

す
る
民
主
推
進
派
の
主
張
は
詭
弁
に
過
ぎ
な
い
。

　
「
軍
産
学
複
合
体
」
と
の
本
格
的
な
対
峙
の
時
代
が
始
ま
っ
た
。
今
後
、
関
連
法
制

定
や
「
宇
宙
基
本
計
画
」
策
定
、
機
構
改
革
、
予
算
措
置
、
軍
事
利
用
の
範
囲
、
中
期

防
へ
の
組
み
込
み
な
ど
具
体
的
議
論
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。「
市
民
監
視
委
員
会
」
的
な

仕
組
み
を
作
り
た
い
。
準
備
不
足
は
否
め
な
か
っ
た
が
、
民
主
議
員
へ
の
要
請
の
集
中

や
石
附
澄
夫
さ
ん
（
国
立
天
文
台
）
呼
び
か
け
の
緊
急
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
の
盛
り
上
が

り
な
ど
足
が
か
り
は
で
き
た
。
ミ
サ
イ
ル
防
衛
や
偵
察
衛
星
自
体
を
正
面
か
ら
批
判
し

な
が
ら
、
宇
宙
基
本
法
の
無
力
化
と
廃
止
に
向
け
た
展
望
を
切
り
開
い
て
い
き
た
い
。

（
す
ぎ
は
ら 

こ
う
じ
／
核
と
ミ
サ
イ
ル
防
衛
に
Ｎ
Ｏ
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）




